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ロス・ヌキオス（Νίκανδρος Νούκιος、1556 年頃没）「ケルキラで目撃された怪物






































Χριστόφορος, 1575-1638）の「悪魔に憑かれたキリスト教徒 Χριστιανός 
δαιμονιζόμενος」。『今日のギリシャ人の状況についての手引書 Εγχειρίδιον περί της 

































25 巻を超す浩瀚な「ギリシャ叢書 Ελληνική βιβλιοθήκη」を刊行した。書斎の学者
のイメージがあるが、情熱的な愛国主義者で、1800 年前後に匿名でいくつかの
政治パンフレット（「エジプトで自由のために戦ったギリシャ人の軍歌 Άσμα 
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性激烈なモラリストで、島の旧弊な社会を激しく糾弾した「ケファロニアの秘密
Τα μυστήρια της Κεφαλονιάς」（1856 年）により破門を宣告された。一時期英国に
逃れながらも、社会風刺の作品を生涯書き続けた。ソロモスの知己であると同時
に、後の新アテネ派の作家たちと繋がりを持つ人でもある。 












命を語り続ける「頭蓋骨の語る話 Ιστορία μιας Κάρας」やイコンの聖母像が堕落し
た聖職者の悪漢ぶりを告発する「悪魔神父 Ο Παπά-Διάολος」だろう。誤って棺桶
に納められた女が会葬者たちの身勝手な会話に腹を立てるという「死せる女の












































（書簡体）長編小説「レアンドロス Ο Λέανδρος」（1834 年）を著わし、まさにこ
の派の象徴であった。 
「ギリシャ革命の亡霊」は 3 月 25 日の革命記念日を前に、語り手がアクロポ
リスを訪れた後ピレアスへ下っていき、革命戦士カライスカキスの墓前で目に
する幻視譚である。大敗北となったアクロポリスの戦いから時を経て、当時は記


































純正語で執筆するという不思議な態度を取るが、「ミリヤ Η Μηλιά」（1895 年）は
























う。が、愛犬が残酷な医学生に虐待を受ける「ある犬の物語 Ιστορία ενός σκύλου」
（1893 年）、野良犬と露天商が歩道の主導権を争う「硝子商 Τα υαλοπωλεία」（1898
年）、故郷シロス島での幼年期の悪戯を描く「栓抜き ξεστούπωμα」（1898 年）、誕
生日の祝辞を述べるための準備の大騒動と本番での失敗で笑いを誘う「父への















民衆語派の最右翼ヤニス・プシハリス（Γιάννης Ψυχάρης, 1854 - 1929）は、「昔々
Μια φορά κι έναν καιρό...」で始まる文字通り民話風掌編「天上の聖堂番 Ο 




















想的な調べが濃厚となる。「岸辺の花 Άνθος του γιαλού」（1906 年）では、波間に
漂う神秘的な光の由来が語られるが、それが見えるのは語り手自身が幻視者だ
からであると明かされる。「見晴らし Τʼαγνάντεμα」（1899 年）では絶望から岩に
変えてもらった船乗りの妻の伝説がそのまま語られ、「海豹の悲歌 Το μοιρολόγι 
της φώκιας」（1908 年）では海で溺れた憐れな幼女のために海豹たちが悲歌を歌
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う。とは言え、いくつかの方向性が同じ作家に同居しており、最初の短編「聖誕
祭の麺麭 Το χριστόψωμο 9)」（1887 年）はすでに社会問題へのリアルな視点を含ん
でいるし、「ココナの家 Της Κοκώνας το σπίτι」（1893 年）のように、幽霊屋敷に
住まう吸血鬼と思わせて最後に引っ繰り返すユーモア作もある。 
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着想を得ている。長編作「乞食 Ο ζητιάνος」（1896 年）により、ギリシャにゾラ
の「自然主義」を導入した人でもある。 












- 48 - 
 
が見えた。白緑の枝には敢てそいつに挑んだ愚者どもの骸骨が剥き出しに垂れ










な梟と墓から蘇った兄の「凶兆 Κακοσημαδιά」、海の女妖「ゴルゴーナ Η γοργόνα10)」、
船を襲う悪霊の群れ「悪鬼たち τελώνια」、分け前を渡すよう死霊が脅迫する「海




『背嚢の物語 Διηγήματα του γυλιού』（1922 年死後出版）所収の「悪霊 To Ζούδιο11)」
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モチーフを劇に仕立てた（A.エフタリオティス「吸血鬼Ο Βρικόλακας」（1894年）、
Φ.ポリティス「吸血鬼 Ο Βρικόλακας」（1908 年）、Z.パパンドニウ「死者の誓い Ο 
όρκος του πεθαμένου」（1929 年））21)。A.カルカヴィツァスは短編「凶兆」（1899 年）
の中に、アレティが死ぬのではなく梟に変えられた話を織り込む。また、第一章

















の物語 Διηγήματα της ξενιτειάς』（1899 年）が代表作。 











- 52 - 
 
破門されると埋葬されても朽ちないという信仰は、少し後の作品であるが、同
じくヨアニナ出身のコンスタンディノス・カザンジス（Κωνσταντίνος Καζαντζής , 






























1838-1895）「吸血鬼の息子 Ο γυιός του βρυκόλακα」（1933 年死後出版）にここで

































































































1) Θεοδώρου - Λάζος (1998:171）. 
2) Δημαράς (1987:235). 
3) Πολίτης (1985:146). 
4) Τσαντσάνογλου (1999). 
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ちなみに、最初の現代ギリシャ SFは、ペトロス・ハリス Πέτρος Χάρης「地球最後の夜 Η 
τελευταία νύχτα της Γης」（1924年）、あるいはディモステニス・ヴティラス Δημοσθένης Βουτυράς
「地球から火星へ Από τη Γη στον Άρη」（1929年）とされるが、Θεοδώρου-Λάζος (1998:15) は
その先蹤としてラスカラトス「木星への旅」を挙げている。 
8) 吸血鬼譚を利用した A.カルカヴィツァスの短編「凶兆」（1899 年）や後述するパパンド
ニウ「パノス・クララス」でも、悪運をもたらす鳥として梟が登場する。Δ.ヴティラスは「錯



















15) Ακαδημία Αθηνών, Ιστορικόν λεξικόν της νέας ελληνικής της τε κοινώς ομιλουμένης και των 
ιδιωμάτων, τομ.4, σ.125, 1953.   
16) Γ. Μπαμπινιώτης, Ετυμολογικó λεξικó της νέας ελληνικής γλώσσας, 2010, σ.279. スロヴェニア
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語、セルビア語、チェコ語、ポーランド語などの他のスラブ語族やアルバニア語、ルーマニ
ア語、トルコ語などにもこの語は広がっているらしい（ΜΕΕ, “βρυκόλακας” ）。 





(ed.) Μάρκου μοναχού Σερρών Ζήτησις περί βουλκολάκων. Νέος Ελληνομνήμων, τομ.1, σσ. 336-352, 
1904）。「髭無男のミサ」では、怒り心頭の人物を描写するのに「ひねり殺そうと彼女に近づ
いた。その眼は異常に燃え上がり、その髭は吸血鬼になった死者（νεκρού βρουκολακιασμένου）
のようだった」と（動詞の分詞形で）使われている（H. Eideneier (ed.) Spanos, eine byzantinische 
Satire in der Form einer Parodie, p.115, 1977, Berlin）。 
18) Σπυριδάκης (1962:309-10). さらにヨーロッパにもこのモチーフは広がっており、ドイツ
作家 G.A. Bürgerのバラード「レノーレ Lenore」（1773）との類似は早くから指摘されている
が（Ιωάννου,1983:34）、女主人公が死んだ婚約者の霊によって墓場へ誘われ、周囲では亡霊
が踊り狂う「レノーレ」の方が数段怖ろしい。なお、この作品は最後のエプタニサ派ロレン
ツォス・マヴィリス（Λορέντσος Μαβίλης, 1860-1912）がギリシャ語に訳しているが 墓場で
踊る亡霊たちには“βρικολάκοι”の語が当てられている（Ιωάννου,1983:173）。 
19) ΜΕΕ, “βρυκόλακας” の項目は「吸血鬼」になる要因を次の四つに分けている。「死せる兄










だ」と応えている。（Λύντεκε, 1947: 5） 
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